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躍
お
ど
り

＝
江
刺
稲
瀬
石
関
地
区
＝

1えさし藤原の郷の定期公

演で礼庭を披露する石関獅

子躍。市内の金津流では唯

一、前幕に仙台藩主伊達家

由来の「竹に雀紋」が染めら

れている。太鼓胴部に巻か

れたシラベ隠しの色は赤墨

2国道 456 号沿いに建つ石

関獅子躍供養碑（江刺稲瀬

字向田地内）。左側の碑は、

平成 23 年に第 14 代相
そう

伝
でん

四
し

門
もん

之
の

儀
ぎ

を執り行った際に建

てられたもの

3公演前に撮影した踊り手

の集合写真。岩谷堂高校鹿

踊部の卒業生の加入なども

あり、平均年齢は20代後半

となっている。女性や県外

から通う踊り手もいる

　
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
に
派
生
し
な
が
ら
、
宮
城

や
岩
手
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
鹿
踊
り
。
江
刺

稲
瀬
の
石
関
地
区
に
伝
わ
る
金
津
流
石
関
獅
子

躍
は
、
県
内
の
金
津
流
獅
子
躍
の
宗
家
と
し
て
、

現
在
の
隆
盛
の
礎
を
築
い
て
き
た
。

　
そ
の
歴
史
は
江
戸
時
代
後
期
の
安
永
８
（
１

７
７
９
）
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
宮
城
郡
國こ

く

分ぶ
ん

松ま
つ

森も
り

村む
ら

（
現
仙
台
市
）
か
ら
伝
承
さ
れ
て
以
来
、

地
域
で
大
切
に
踊
り
継
が
れ
な
が
ら
、
他
地
区

へ
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
昭

和
初
期
に
な
る
と
、
戦
争
な
ど
の
影
響
で
中
断

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
平
成
に
入
り
復
活
の
機

運
が
高
ま
る
と
、
地
区
の
若
者
を
集
め
て
伝
承

活
動
を
再
開
。
分
家
筋
の
野の

手て

崎さ
き

獅し

子し

躍お
ど
り

か
ら

指
導
を
仰
ぎ
、
平
成
14
年
に
約
半
世
紀
ぶ
り
の

復
活
を
果
た
し
た
。
以
降
は
地
域
で
の
公
演
の

ほ
か
、
愛
知
万
博
や
全
国
青
年
大
会
に
も
出
演

す
る
な
ど
精
力
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
石
関
地
区
全
戸
が
保
存
会
の
会
員
と
な
っ
て

支
え
て
い
る
石
関
獅
子
躍
。
太
鼓
の
音
を
二
度

と
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、
ば
ち
を
握
る
そ
の
手
に
は

み
ん
な
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
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